
は

じ

め

に

大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
の
桂
川
合
戦
で
、
細
川
晴
元
勢
は
細
川
高
国
勢
を

京
都
か
ら
駆
逐
す
る
。
そ
の
直
後
の
「
堺
公
方
」
期
に
は
、
晴
元
勢
が
分
裂
し

て
、
将
軍
と
し
て
足
利
義
晴
を
推
す
柳
本
賢
治
と
足
利
義
維
を
推
す
三
好
元
長

の
間
で
京
都
支
配
の
主
導
権
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

柳
本
賢
治
に
よ
る
京
都
支
配
は
松
井
宗
信
と
の
連
立
体
制
に
よ
っ
て
運
営
さ

（
�
）

れ
て
い
た
が
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
に
賢
治
は
暗
殺
さ
れ
る
。
賢
治
没
後

に
宗
信
も
京
都
か
ら
姿
を
消
す
と
、
柳
本
甚
次
郎
と
木
沢
長
政
の
連
立
体
制
に

よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
享
禄
四
年
に
長
政
が
京
都
を
去
る
と
、
そ
の
座
は
高
畠

（
�
）

長
信
が
踏
襲
す
る
。
彼
ら
に
は
明
確
な
役
職
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
恣
意
的

な
支
配
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
常
に
連
立
体
制
を
組
ん
で
い
た
点

に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
数
名
で
行
動
を
と
る
体
制
の
淵
源
は
、
細
川

京
兆
家
と
荘
園
領
主
と
の
間
を
申
次
と
し
て
媒
介
す
る
近
習
の
制
度
に
求
め
ら

（
�
）

れ
る
。

一
方
の
三
好
元
長
は
、
享
禄
元
年
に
山
城
下
五
郡
の
守
護
代
と
い
う
立
場
を

得
て
、
京
都
周
辺
の
支
配
を
目
論
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
文
元
年
（
一
五

三
二
）
正
月
に
柳
本
甚
次
郎
は
元
長
に
討
た
れ
、
同
年
六
月
に
元
長
も
木
沢
長

政
や
一
向
一
揆
に
討
た
れ
る
。

（
高
畠
長
信
）

す
る
と
、「
下
五
郡
者
与
十
郎
方
存
知
候
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
残
さ
れ
た

高
畠
長
信
が
京
都
を
含
む
山
城
下
郡
の
守
護
代
に
あ
た
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

（
�
）

に
な
る
。
た
だ
し
、
消
去
法
的
に
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、

補
任
の
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
実
際
、
天
文
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
、
木

（
�
）

沢
長
政
が
山
城
国
の
西
岡
で
半
済
分
を
得
て
い
る
よ
う
に
、
高
畠
長
信
は
一
円

的
に
公
事
の
徴
収
を
担
当
す
る
よ
う
な
正
式
な
山
城
下
郡
守
護
代
の
立
場
に
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
天
文
元
年
九
月
頃
に
は
、
新
た
に
一
宮
成

長
を
伴
っ
て
再
び
松
井
宗
信
が
入
京
し
た
よ
う
だ
が
、
同
月
の
一
向
一
揆
と
の

（
�
）

合
戦
に
て
成
長
が
戦
没
し
て
し
ま
い
、
宗
信
も
京
都
を
離
れ
る
。
結
果
と
し

て
、
京
都
に
残
る
有
力
者
は
再
び
高
畠
長
信
の
み
に
な
る
。

細
川
晴
元
内
衆
の
内
訌
と
山
城
下
郡
支
配

馬

部

隆

弘

１



以
上
の
経
緯
は
こ
れ
ま
で
も
論
じ
て
き
た
が
、
天
文
元
年
以
降
の
高
畠
長
信

の
支
配
に
つ
い
て
は
見
通
し
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
筆
者

の
見
通
し
に
反
し
て
、
山
下
真
理
子
氏
は
当
該
期
の
三
好
政
長
（
の
ち
に
宗

三
）
が
山
城
下
郡
の
守
護
代
的
な
立
場
に
あ
っ
て
、
内
政
に
関
与
し
た
と
論
じ

（
�
）

て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
当
該
期
の
山
城
下
郡
に
お
け
る
高
畠
長
信
と

三
好
政
長
の
立
場
を
実
態
に
即
し
て
整
理
す
る
こ
と
で
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
示

し
て
き
た
見
通
し
の
是
非
を
問
う
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
着
目
し
た
い
の
は
、
天
文
八
年
に
京
都
周
辺
で
起
こ

っ
た
細
川
晴
元
と
そ
の
内
衆
に
あ
た
る
三
好
長
慶
（
当
時
は
利
長
）
の
軍
事
衝

突
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
晴
元
を
擁
す
る
三
好
政
長
と
三
好
長
慶
が
衝
突
し
て

（
�
）

い
る
こ
と
か
ら
、
仁
木
宏
氏
は
対
立
の
争
点
を
三
好
家
の
家
督
争
い
と
す
る
。

し
か
し
、
長
慶
が
家
督
の
座
に
あ
る
の
は
明
白
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
争
点

は
別
の
と
こ
ろ
に
求
め
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
今
谷
明
氏
は
長

慶
が
晴
元
打
倒
を
図
っ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
構
図
で
争
っ
て
晴
元
を
追

う
こ
と
と
な
っ
た
天
文
一
八
年
の
江
口
合
戦
か
ら
遡
及
し
た
結
果
論
と
い
え

（
�
）
る
。
そ
れ
に
対
し
て
天
野
忠
幸
氏
は
、
晴
元
権
力
自
体
の
崩
壊
ま
で
長
慶
は
望

ん
で
お
ら
ず
、
晴
元
権
力
内
で
優
位
な
地
位
を
占
め
ん
が
た
め
の
挙
兵
で
あ
っ

（

）

た
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
騒
動
の
直
接
の
契
機
を
長
慶
と
政
長
の
間
に
お
け

る
河
内
十
七
ヶ
所
の
代
官
職
を
巡
る
争
い
に
求
め
て
い
る
。
十
七
ヶ
所
の
代
官

職
を
争
点
と
す
る
の
は
通
説
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
政
長
が
そ
れ
を
競
望
し
た

（

）

と
い
う
史
料
的
な
裏
付
け
は
な
く
、
実
は
長
江
正
一
氏
の
想
像
に
過
ぎ
な
い
。

そ
も
そ
も
代
官
職
程
度
の
問
題
で
、
主
君
に
刃
を
向
け
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
上

の
よ
う
に
、
天
文
八
年
の
内
訌
に
つ
い
て
は
争
点
が
推
論
に
留
ま
っ
て
お
り
、

意
見
の
一
致
を
み
て
い
な
い
。

右
の
議
論
に
共
通
す
る
問
題
点
と
し
て
、
長
慶
と
政
長
の
対
立
に
収
斂
し
て

論
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
晴
元
と
対
立
し
た
の
は
長
慶

の
み
で
は
な
く
、
本
稿
で
み
る
よ
う
に
そ
こ
に
は
高
畠
長
信
も
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
内
訌
は
三
好
家
内
部
に
留
ま
る
問
題
の
み
で
は

な
く
、
晴
元
の
内
衆
を
二
分
す
る
よ
う
な
問
題
を
も
争
点
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
政
長
と
長
信
が
対
立
し
て
い
る
こ
と
や
、
十
七
ヶ
所
で
は
な
く

京
都
周
辺
を
戦
闘
の
舞
台
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
争
点
の
一
つ
が
山

城
下
郡
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
う
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
山
城
下
郡
支
配
と
い
う
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
江

口
合
戦
の
結
果
か
ら
遡
及
し
て
三
好
家
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
従
来
の
見
方
か

ら
の
脱
却
を
図
り
、
天
文
八
年
の
内
訌
に
新
た
な
評
価
を
与
え
た
い
。
そ
れ
と

と
も
に
、
こ
の
内
訌
の
前
後
に
て
山
城
下
郡
支
配
が
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ

た
の
か
検
討
す
る
。

一

内
訌
前
の
山
城
下
郡
支
配

１

三
好
政
長
の
政
治
的
立
場

山
下
真
理
子
氏
は
、「
三
好
宗
三
山
城
国
内
政
面
関
連
文
書
」
と
題
し
た
表

を
作
成
し
、
三
好
政
長
が
山
城
の
内
政
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
を
一
覧

に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
表
に
挙
げ
ら
れ
た
事
例
を
一
例
目
か
ら
順
に
検

２



討
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
一
例
目
は
、
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
二
月
付
で
兄
の
三
好
長
家
と
連

（

）

署
し
て
、
大
山
崎
惣
中
に
対
し
て
発
給
し
た
禁
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
桂
川
合

戦
前
後
の
臨
戦
下
で
発
給
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
長
家
・
政
長
兄
弟
が
、

軍
事
的
な
統
率
者
で
あ
っ
た
た
め
に
発
給
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず

し
も
内
政
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
。

二
例
目
は
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
に
作
成
さ
れ
た
、
享
禄
四
年
（
一
五

（

）

三
一
）
分
の
東
寺
領
東
西
九
条
女
御
田
算
用
状
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の
な
か
で

「
廿
文
」
を
未
進
す
る
「
九
条
方
」
の
「
甚
五
郎
」
を
三
好
政
長
に
比
定
し
て

い
る
が
、「
九
条
方
」
と
い
う
所
属
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
在
地
の

者
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
翌
年
分
の
算
用
状
で
も
「
九
条
方
」
の
「
谷
甚

五
郎
」
が
未
進
を
し
て
お
り
、「
谷
甚
五
郎
為
勝
」
の
発
給
文
書
も
残
る
の
で
、

（

）

彼
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
天
文
七
年
に
は
政
長
が
山
城
下
郡
に
段
銭
を
賦

（
三
好
政
長
）

課
し
て
お
り
、
同
年
分
の
東
寺
領
東
西
九
条
女
御
田
算
用
状
に
は
、「
神
五
郎

（

）

反
銭
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
山
下
氏
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、

政
長
の
山
城
下
郡
支
配
を
遡
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

三
例
目
に
挙
げ
る
史
料
は
東
寺
領
久
世
荘
の
年
貢
算
用
状
で
あ
る
が
、
こ
こ

（

）

に
は
三
好
政
長
が
登
場
し
な
い
。
こ
の
史
料
と
四
例
目
に
挙
げ
る
史
料
が
貼
り

継
が
れ
て
い
る
た
め
、
混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
例
目
は
、
天
文
五
年
一
二
月
に
作
成
さ
れ
た
久
世
荘
に
お
け
る
天
文
三
年

分
の
公
事
銭
算
用
状
で
、
支
出
の
う
ち
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

（

）

【
史
料
１
】

八
月
二
日

（
政
長
）

一
貫
十
文

三
好
甚
五
郎
方
へ
御
樽
遣
之

谷
城
へ

天
文
三
年
に
、
晴
元
と
敵
対
す
る
細
川
国
慶
の
軍
勢
が
洛
西
に
あ
る
谷
の
城

（

）

に
籠
城
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
木
沢
長
政
と
三
好
政
長
が
谷
の
城
を
攻
め
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
八
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
谷
の
城
は
落
城
す
る
。
以
上

の
経
過
か
ら
、
勝
利
間
近
の
八
月
二
日
に
な
っ
て
、
谷
の
城
を
攻
撃
す
る
政
長

の
も
と
に
戦
勝
を
祈
念
し
て
樽
代
を
贈
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
も
ま
た
内
政
で
の
活
動
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
臨
戦
下
で
の
事
例

と
い
え
る
。

五
例
目
は
、
足
利
義
晴
の
偏
諱
が
与
え
ら
れ
た
旨
を
日
向
の
伊
東
義
祐
に
伝

（

）

え
た
細
川
晴
元
の
書
状
で
あ
る
。
天
文
六
年
の
こ
の
書
状
の
末
尾
に
は
、「
猶

（
政
長
）

三
好
神
五
郎
可
申
候
」
と
み
え
る
。
外
交
上
の
取
次
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
窺

え
る
も
の
の
、
こ
こ
か
ら
山
城
の
内
政
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
読
み
取
れ
な

（
秀
忠
）

（
政
長
）

い
。
同
年
に
は
「
丹
州
波
多
野
方
処
へ
三
好
神
五
郎
方
よ
り
就
慈
徳
寺
之
儀
書

（

）

状
く
た
し
申
候
」
と
も
み
え
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
あ
た
り
か
ら
外
交
面
で
の

活
動
が
目
立
ち
は
じ
め
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
点
は
、
六
例
目
の
本
願
寺
か
ら
音
信
を
贈
ら
れ
て
い
る
天
文
七
年
の
事

（

）

例
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
証
如
が
書
状
を
添
え
て
三
好
政
長
に
音
信
を
贈
る
の

（

）

は
、
こ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
も

内
政
面
で
の
活
動
は
読
み
取
れ
な
い
。

そ
し
て
七
例
目
が
、
先
述
の
天
文
七
年
に
お
け
る
山
城
下
郡
段
銭
の
事
例
に

あ
た
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
内
政
へ
の
関
与
に
他
な
ら
な
い
。

３ 細川晴元内衆の内訌と山城下郡支配



続
く
八
例
目
か
ら
一
〇
例
目
に
か
け
て
は
、
天
文
八
年
五
月
に
唐
木
崎
開
康

の
持
つ
買
地
を
大
徳
寺
如
意
庵
へ
還
付
す
る
に
あ
た
り
協
力
し
て
い
る
事
例
で

（

）

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
開
康
が
三
好
政
長
の
与
力
で
あ
る
た
め
関
与
し
て

い
る
の
で
、
内
政
に
関
わ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
天
文
七
年
二
月

以
来
、
大
徳
寺
で
書
き
連
ね
ら
れ
た
こ
の
一
件
に
つ
い
て
の
公
事
小
日
記
に
は

（

）

政
長
の
名
が
一
切
み
え
な
い
の
に
対
し
て
、
天
文
八
年
五
月
の
裁
許
の
段
に
な

っ
て
、
に
わ
か
に
政
長
の
名
が
出
て
く
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、

天
文
七
年
か
ら
翌
年
の
間
に
、
政
長
の
発
言
力
に
対
す
る
期
待
が
京
都
周
辺
に

お
い
て
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（

）

一
一
例
目
は
、
天
文
八
年
の
清
凉
寺
を
対
象
と
し
た
禁
制
で
あ
る
。
一
例
目

の
大
山
崎
の
事
例
と
は
異
な
り
、
京
都
に
お
い
て
禁
制
を
発
給
す
る
に
は
そ
れ

（

）

な
り
に
支
配
の
正
当
性
が
必
要
な
た
め
、
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
内
政
へ
の
関

与
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
山
下
氏
が
作
成
し
た
表
を
み

て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
京
都
周
辺
に
お
け
る
三
好
政

長
の
文
書
発
給
は
頻
繁
と
な
る
。

同
様
に
、
山
城
下
郡
段
銭
を
配
符
し
た
直
後
に
は
、
仁
和
寺
領
で
あ
る
乙
訓

（

）

郡
開
田
荘
の
代
官
職
補
任
を
求
め
る
な
ど
、
山
城
下
郡
で
の
活
動
も
幅
が
広
が

る
。
享
禄
二
年
に
も
、
九
条
家
の
侍
で
あ
る
石
井
氏
の
所
領
を
知
行
し
よ
う
と

（

）

入
部
を
図
っ
て
い
る
事
例
が
確
認
で
き
る
が
、
山
城
下
郡
に
て
所
職
を
拡
大
し

よ
う
と
す
る
動
き
は
そ
れ
以
降
天
文
七
年
ま
で
は
確
認
で
き
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
好
政
長
に
よ
る
山
城
下
郡
の
内
政
へ
の
関
与
は
、
天
文

七
年
の
段
銭
賦
課
を
契
機
に
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
は
遡
ら
な
い
と
み

ら
れ
る
。

２

高
畠
長
信
の
政
治
的
立
場

続
け
て
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
以
降
の
高
畠
長
信
の
動
向
に
つ
い
て
、

京
都
周
辺
の
支
配
を
対
象
に
み
て
お
く
。

（

）

【
史
料
２
】

（
宗
信
）

山
崎
宗
漢
買
得
分
田
地
二
段
事
、
松
井
方
与
力
井
関
方
違
乱
□
候
、
去
年

（
成
長
）

一
宮
左
近
将
監
方
・
松
井
方
仁
被
相
届
、
落
居
候
処
、
重
而
致
違
乱
由

候
、
従
此
方
松
井
方
へ
可
相
届
候
間
、
百
姓
前
ニ
可
被
拘
置
候
、
若
於
他

納
者
、
可
為
二
重
成
候
、
謹
言
、

（
高
畠
）

与
十
郎

（
天
文
二
年
）

十
一
月
五
日

長
信
（
花
押
）

沽
脚
分

名
主
百
姓
中

井
関
氏
に
田
地
を
違
乱
さ
れ
た
山
崎
宗
漢
の
訴
え
を
う
け
て
、
高
畠
長
信
が

解
決
す
る
ま
で
年
貢
等
を
他
納
し
な
い
よ
う
地
下
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
問
題
は
、
一
年
前
に
一
宮
成
長
と
松
井
宗
信
へ
訴
え
て
一
度
は
解
決
し
た
よ

う
で
あ
る
。
両
者
が
連
携
し
て
京
都
支
配
に
関
与
し
た
の
は
、
本
稿
の
冒
頭
で

述
べ
た
よ
う
に
天
文
元
年
に
し
か
確
認
で
き
な
い
の
で
、
年
次
が
比
定
で
き

る
。
京
都
支
配
に
携
わ
っ
た
者
が
次
々
と
没
落
し
た
結
果
、
残
さ
れ
た
長
信
の

調
停
能
力
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
様
子
を
み
て
と
れ
よ
う
。

ま
た
、
受
益
者
の
も
と
に
正
文
が
残
さ
れ
る
の
が
中
世
の
通
例
だ
が
、【
史

４



料
２
】
は
受
益
者
た
る
山
崎
家
で
は
な
く
、
違
乱
し
た
当
事
者
で
あ
る
井
関
家

に
残
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
後
述
す
る
事
例
も
踏
ま
え
る
と
、
お
そ

ら
く
宛
所
の
通
り
に
地
下
に
手
交
さ
れ
、
そ
れ
が
井
関
家
に
届
け
ら
れ
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。

（

）

【
史
料
３
Ａ
】

今
度
就
諸
勢
働
之
儀
、
洛
中
洛
外
号
半
済
免
除
、
諸
百
姓
等
年
貢
以
下
難

渋
云
々
、
以
外
次
第
也
、
所
詮
書
無
御
存
知
上
者
、
如
先
々
可
致
其
沙
汰

旨
、
早
可
被
相
触
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

（
茨
木
）

天
文
元
十
一
月
十
三
日

長
隆
在
判

（
長
信
）

高
畠
与
十
郎
殿

【
史
料
３
Ｂ
】

今
度
洛
中
洛
外
号
半
済
之
儀
、
諸
百
姓
等
年
貢
以
下
難
渋
之
由
以
外
次
第

候
、
所
詮
書
無
御
存
知
上
者
、
如
先
々
可
其
沙
汰
旨
、
早
在
々
所
々
可
被

相
触
候
、
若
於
遅
怠
之
族
在
之
者
、
可
加
成
敗
候
、
恐
々
謹
言
、

（
天
文
元
年
）

高
畠
与
十
郎

十
一
月
廿
日

長
信
在
判

柳
本
殿

御
年
寄
衆
中

天
文
元
年
の
晴
元
方
に
よ
る
山
科
本
願
寺
攻
め
に
あ
た
っ
て
動
員
さ
れ
た

「
諸
百
姓
」
が
、
反
対
給
付
と
し
て
「
半
済
免
除
」
さ
れ
た
と
称
し
て
年
貢
納

（

）

入
を
難
渋
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。【
史
料
３
Ａ
】
の
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
は
、

そ
の
主
張
は
認
め
な
い
旨
を
触
れ
る
よ
う
に
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
。「
洛
中

洛
外
」
が
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宛
先
の
高
畠
長
信
が
単
独
で
京
都
周
辺
の

支
配
を
担
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
そ
れ
を
う
け
て
【
史
料
３
Ｂ
】
で
長
信

は
、
当
主
不
在
の
た
め
柳
本
家
の
年
寄
衆
に
宛
て
て
、
そ
の
旨
を
触
れ
る
よ
う

に
さ
ら
に
通
知
し
て
い
る
。「
可
被
相
触
候
」
と
敬
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
高
畠
家
と
柳
本
家
は
上
下
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。【
史
料
３
Ｂ
】

で
は
「
成
敗
」
を
加
え
る
よ
う
に
と
の
文
言
が
追
加
さ
れ
る
の
で
、
柳
本
家
に

は
京
都
の
治
安
を
維
持
す
る
軍
事
的
・
警
察
的
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
長
信
は
行
政
面
に
重
き
を
置
く
立
場
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
連
立
体
制
を
継
承
し
つ
つ
も
、
一
方
が
当
主
不
在

で
、
か
つ
分
業
す
る
と
い
う
新
た
な
形
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

天
文
二
年
に
東
寺
と
吉
祥
院
の
間
で
草
刈
場
を
巡
る
相
論
が
生
じ
た
際
に

も
、
高
畠
長
信
は
調
停
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

（

）

【
史
料
４
Ａ
】

就
当
寺
与
吉
祥
院
草
刈
場
儀
、
及
取
相
云
々
、
太
不
可
然
、
所
詮
、
速
被

糺
決
之
、
任
理
非
之
旨
、
可
有
御
成
敗
之
条
、
可
被
存
知
之
由
、
被
仰
出

候
也
、
仍
執
達
如
件
、

天
文
弐

（
飯
尾
）

三
月
廿
九
日

貞
広
（
花
押
）

（
諏
訪
）

忠
通
（
花
押
）

東
寺
雑
掌

【
史
料
４
Ｂ
】

今
度
号
境
相
論
、
吉
祥
院
与
被
及
鉾
楯
之
条
、
太
不
可
然
、
所
詮
被
遂
御

糺
明
、
任
理
非
可
有
落
居
之
旨
、
被
成
御
奉
書
上
者
、
早
可
被
止
取
合

由
、
尚
相
意
得
可
申
之
旨
候
、
恐
々
謹
言
、

高
畠
与
十
郎

５ 細川晴元内衆の内訌と山城下郡支配



（
天
文
二
年
）

四
月
廿
三
日

長
信
（
花
押
）

東
寺
雑
掌

【
史
料
４
Ｃ
】

今
度
号
境
相
論
、
東
寺
よ
り
被
及
鉾
楯
之
条
、
太
不
可
然
、
所
詮
被
遂
御

糺
明
、
任
理
非
可
有
落
居
之
旨
、
被
成
御
奉
書
上
者
、
早
被
止
取
合
、
不

日
至
摂
州
被
相
動
、
先
可
被
抽
忠
節
之
由
候
、
尚
相
心
得
可
申
候
由
候
、

恐
々
謹
言
、

高
畠
与
十
郎

（
天
文
二
年
）

四
月
廿
三
日

長
信
在判

吉
祥
院
諸
侍
御
中

【
史
料
４
Ｄ
】

東
寺
与
吉
祥
院
境
相
論
之
儀
、
及
鉾
楯
之
条
、
不
可
然
旨
、
可
被
成
御
奉

書
候
、
早
々
被
相
着
、
可
被
止
取
合
候
旨
、
堅
可
被
申
付
之
由
候
、
相
心

得
可
申
之
旨
候
、
恐
々
謹
言
、

高
畠
与
十
郎

（
天
文
二
年
）

四
月
廿
三
日

長
信
在判

柳
本
殿
御
年
寄
衆
中

近
江
の
桑
実
寺
に
い
る
足
利
義
晴
の
も
と
か
ら
発
給
さ
れ
た
【
史
料
４
Ａ
】

の
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
内
容
を
、
高
畠
長
信
が
各
方
面
に
通
達
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。【
史
料
４
Ｂ
】
で
東
寺
が
「
吉
祥
院
与
被
及
鉾
楯
」
て
い
る

こ
と
を
批
判
さ
れ
、【
史
料
４
Ｃ
】
で
「
東
寺
よ
り
被
及
鉾
楯
」
て
い
る
こ
と

が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
東
寺
は
受
益
者
で
は
な
い
が
、
自
身
を
宛
所
と
し
た

【
史
料
４
Ａ
】
と
【
史
料
４
Ｂ
】
は
原
本
を
、
そ
れ
以
外
を
宛
所
と
し
た
も
の

は
案
文
を
受
領
し
て
い
る
。
相
手
方
に
宛
て
た
【
史
料
４
Ｃ
】
に
よ
る
と
、
吉

祥
院
の
侍
た
ち
は
晴
元
方
に
よ
る
本
願
寺
攻
め
に
動
員
さ
れ
る
よ
う
な
の
で
、

（

）

そ
れ
と
引
き
換
え
に
調
停
を
長
信
に
要
求
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

吉
祥
院
の
侍
が
受
益
者
で
は
あ
る
も
の
の
、
双
方
に
停
戦
命
令
を
出
す
た
め
、

一
般
的
な
中
世
文
書
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
は
宛
所
通
り
に
送
付
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
も
し
仮
に
、
受
益
者
た
る
吉
祥
院
が
桑
実
寺
ま
で
赴
い
て
こ
れ
ら

を
得
て
い
た
と
し
た
ら
、
正
文
を
東
寺
に
引
き
渡
す
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
よ
っ
て
、【
史
料
４
Ａ
】
を
用
意
し
た
の
は
長
信
と
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
【
史
料
４
Ｄ
】
は
、
柳
本
家
の
年
寄
衆
に
送
ら
れ
た
も
の
の
案
文
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
現
地
に
赴
き
、
停
戦
さ
せ
る
よ
う
通
達
さ
れ
て
い
る
。
行
政

面
の
高
畠
長
信
と
軍
事
・
警
察
面
の
柳
本
家
と
い
う
分
業
体
制
を
こ
こ
か
ら
も

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
畠
長
信
が
か
か
る
立
場
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
事
情
に
つ
い
て
、
出
自
ま

（

）

で
遡
っ
て
み
て
お
き
た
い
。
晴
元
内
衆
の
な
か
に
は
、
晴
元
の
父
に
あ
た
る
澄

元
に
当
初
か
ら
仕
え
て
い
た
古
参
の
者
と
晴
元
段
階
に
な
っ
て
出
頭
し
た
新
参

が
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
し
て
お
り
、
対
抗
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
後
者
の
な
か

に
は
、
さ
ら
に
直
近
に
な
っ
て
出
仕
し
た
最
新
参
が
別
途
連
帯
し
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
明
確
に
線
引
き
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

の
お
よ
そ
の
姿
を
抜
き
出
す
こ
と
は
、
次
の
方
法
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
。

晴
元
へ
の
取
次
業
務
は
、
対
外
的
に
顔
の
利
く
大
身
の
内
衆
と
晴
元
の
近
く

に
仕
え
る
側
近
の
内
衆
が
特
定
の
組
み
合
わ
せ
で
担
っ
て
い
た
。
大
身
の
内
衆

６



が
懇
意
の
者
を
側
近
の
取
次
に
定
め
る
た
め
、
大
身
取
次
と
側
近
取
次
の
組
み

合
わ
せ
を
み
れ
ば
、
晴
元
内
衆
の
お
よ
そ
の
グ
ル
ー
プ
構
成
は
み
て
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
古
参
の
三
好
長
慶
と
高
畠
長
直
、
新
参
の
三
好
政
長

と
波
々
伯
部
元
継
・
垪
和
道
祐
、
最
新
参
の
木
沢
長
政
と
古
津
元
幸
・
湯
浅
国

氏
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
常
に
目
に
み
え
て
対
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
内
在
的
な
対
抗
意
識
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
。

高
畠
長
信
は
こ
こ
に
み
え
る
高
畠
長
直
の
兄
で
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）

に
細
川
政
元
の
養
子
と
し
て
細
川
澄
元
が
上
洛
し
た
際
に
は
三
好
之
長
と
と
も

に
供
奉
し
て
い
る
。
大
身
取
次
の
三
好
家
と
側
近
取
次
の
高
畠
家
と
い
う
関
係

は
、
こ
こ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
信
は
澄
元
が
京
都
か
ら
没
落
し
て
も

一
貫
し
て
従
っ
た
が
、
之
長
は
澄
元
の
も
と
を
離
れ
て
敵
対
す
る
細
川
高
国
方

に
つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。「
堺
公
方
」
期
に
な
る
と
、
之
長
の
跡
は
三
好
元
長

が
継
承
し
て
い
た
が
、
将
軍
と
し
て
義
維
を
強
く
推
す
元
長
に
抵
抗
感
が
あ
っ

（

）

た
た
め
か
、
長
信
は
元
長
と
相
容
れ
な
い
部
分
も
あ
っ
た
。
長
信
は
、
将
軍
と

し
て
義
晴
を
推
し
て
い
た
と
み
え
て
、
柳
本
賢
治
に
比
較
的
近
い
立
場
を
と
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
に
賢
治
が
播
磨
へ
出
兵
す
る

際
に
は
、
賢
治
の
留
守
と
し
て
入
京
し
て
い
る
。
そ
の
関
係
も
あ
っ
て
、
同
年

に
賢
治
が
没
す
る
と
、
後
継
者
の
柳
本
甚
次
郎
と
晴
元
の
間
を
取
り
持
っ
た
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
畠
長
信
は
義
晴
派
で
、
申
次
と
し
て
の
立
場
を
継
承
し

て
京
都
支
配
に
あ
た
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
三
好
政
長
は
、
天
文
七
年
に
領
域

的
な
山
城
下
郡
段
銭
を
賦
課
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
長
の
山
城
下
郡
守
護
代

と
し
て
の
立
場
を
継
承
し
て
京
都
支
配
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ

る
。
政
長
が
こ
こ
で
段
銭
賦
課
と
い
う
手
段
を
講
じ
た
狙
い
は
、
別
途
論
じ
る

よ
う
に
長
信
の
荘
園
領
主
た
ち
の
申
次
と
し
て
の
立
場
を
奪
う
こ
と
に
あ
っ

（

）
た
。
な
ぜ
な
ら
、
荘
園
領
主
た
ち
が
段
銭
を
納
付
す
る
に
し
ろ
、
免
除
を
申
請

す
る
に
し
ろ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
政
長
に
対
し
て
交
渉
を
持
つ
よ
う
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
三
好
長
慶
に
し
て
み
れ
ば
、
父
の
所
職
を
掠
め
取
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
を
動
機
と
し
て
天
文
八
年
の
内
訌
に
ま
で
発
展
し
た
こ

と
を
説
明
す
る
に
は
、
長
信
の
動
向
を
も
う
少
し
追
い
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

二

内
訌
の
経
緯

１

内
訌
に
至
る
過
程

（
晴
元
）

天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
起
こ
っ
た
「
細
川
右
京
兆
内
輪
之
儀
」、
す
な

わ
ち
晴
元
内
衆
の
内
訌
は
、
蜷
川
親
俊
が
記
す
よ
う
に
「
三
好
同
名
扱
破
」
れ

（

）

た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
三
好
長
慶
と
三
好
政
長
の
対
立
が
基
軸
と

（
長
慶
）

（
三
好
政
長
）

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
三
好
孫
次
郎
就
同
名
神
五
郎
事
、
至
摂
州
上
郡
出
陣

（
細
川
晴
元
）

（
長
慶
）

（
三
好
政
長
）

候
」
や
「
右
京
兆
内
籍
乱
、
三
好
孫
二
郎
与
同
名
甚
五
郎
依
確
執
也
」
と
み
え

（

）

る
よ
う
に
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い

る
三
好
氏
同
士
の
対
立
に
つ
い
て
記
す
の
み
で
、
何
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
記
し
た
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

山
城
下
郡
段
銭
を
賦
課
し
た
直
後
の
天
文
七
年
一
〇
月
に
、
高
国
残
党
の
細

（

）

川
国
慶
と
内
藤
国
貞
が
同
時
に
蜂
起
す
る
。
京
都
北
西
の
杉
坂
に
現
れ
た
彼
ら
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（

）

を
、
三
好
政
長
と
高
畠
長
信
・
長
直
は
連
携
し
て
撃
退
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
京
都
を
守
る
う
え
で
共
通
の
敵
が
い
た
場
合
は
連
携
し
て
い
た
。
政
長
は

そ
の
ま
ま
、
内
藤
国
貞
が
籠
城
す
る
丹
波
八
木
城
の
攻
撃
に
向
か
い
、
一
一
月

（

）

一
〇
日
に
こ
れ
を
落
と
し
て
い
る
。
一
方
の
長
信
に
つ
い
て
は
動
向
が
は
っ
き

（

）

り
し
な
い
が
、
長
直
は
京
都
に
残
っ
た
模
様
で
あ
る
。

八
木
城
を
落
と
し
た
直
後
の
三
好
政
長
の
動
向
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
天

（

）

文
八
年
四
月
末
段
階
の
政
長
は
丹
波
に
蟄
居
し
て
い
る
。
京
都
に
戻
れ
な
い
何

ら
か
の
事
情
が
生
じ
た
ら
し
い
。
こ
の
間
、
天
文
八
年
正
月
一
四
日
に
、
摂
津

に
い
た
三
好
長
慶
は
軍
勢
を
連
れ
て
上
洛
し
、
翌
日
晴
元
の
幕
府
出
仕
に
供
奉

（

）

し
て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
京
都
方
面
で
の
仲
裁
役
と
し
て
六
角
氏
か
ら

（

）

度
々
派
遣
さ
れ
て
い
た
永
原
重
隆
も
上
洛
し
て
い
る
の
で
、
長
慶
が
幕
府
や
晴

元
に
前
年
来
の
政
長
に
よ
る
山
城
下
郡
支
配
に
つ
き
、
何
ら
か
の
苦
言
を
呈
し

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
当
時
の
長
慶
は
ま
だ
一
八
歳
な
の

で
、
実
質
的
に
彼
の
発
言
を
代
弁
し
て
い
た
の
は
内
衆
の
代
表
格
で
あ
る
三
好

連
盛
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
の
ち
連
盛
ら
は
、
尼
子
氏
に
よ
っ
て
播
磨
か
ら
追
わ
れ
た
赤
松
晴
政
の

（

）

復
帰
戦
に
合
力
す
る
た
め
播
磨
に
出
陣
し
、
四
月
に
摂
津
へ
帰
陣
し
て
い
る
。

出
立
の
時
期
は
不
明
だ
が
、
二
月
段
階
に
は
長
慶
の
も
と
に
い
る
は
ず
の
連
盛

（

）

ら
内
衆
た
ち
が
不
在
な
の
で
、
京
都
を
離
れ
て
か
ら
程
な
く
し
て
出
陣
し
た
と

み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
十
七
ヶ
所
の
代
官
職
が
こ
の
前
後
に
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た

の
か
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
こ
の
一
件
が
内
訌
の
争
点
で
は
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。
天
文
七
年
五
月
に
は
、「
吉
田
源
介
十
七
ヶ
所

三
好
代
官
」
の
存
在
が
確

（

）

認
で
き
る
。
か
つ
て
天
野
忠
幸
氏
は
、
こ
こ
で
の
「
三
好
」
を
三
好
長
慶
と
解

（

）

釈
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
三
好
政
長
へ
と
変
更
し
て
い
る
。
政
長
が
十
七
ヶ
所

の
代
官
職
を
競
望
し
た
と
い
う
史
料
的
根
拠
を
新
た
に
見
出
し
た
か
の
よ
う
に

み
え
る
が
、
吉
田
源
介
が
長
慶
の
代
官
で
あ
る
こ
と
は
翌
年
に
確
認
で
き
る
の

（

）
で
、
解
釈
は
も
と
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

（

）

【
史
料
５
】

（
細
川
）

料
所
河
内
国
拾
七
ヶ
所
事
、
晴
元
及
違
乱
、
剰
阿
波
・
讃
岐
之
輩
召
上
候

（
義
鑑
）

（
阿
波
・
讃
岐
）

条
、
都
鄙
物
忩
如
斯
候
、
然
者
急
度
相
談
大
友
修
理
太
夫
、
両
国
之
人
数

（
大
館
）

打
帰
候
調
儀
候
者
、
別
而
可
為
忠
節
候
、
猶
以
一
書
晴
光
可
申
候
也
、

（
天
文
七
年
）

（
足
利
）

十
一
月
二
日

義
晴

御
判

（
通
直
）

河
野
弾
正
少
弼
と
の
へ

晴
元
が
十
七
ヶ
所
を
違
乱
し
た
と
表
現
し
て
い
る
が
、
実
態
と
し
て
は
こ
の

年
に
始
ま
る
配
下
の
長
慶
や
吉
田
源
介
ら
に
よ
る
違
乱
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
阿
波
・
讃
岐
衆
を
動
員
し
て
い
る
と
い
う
表
現
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
天
野
氏
は
「
伊
予
の
河
野
通
直
と
豊
後
の
大
友
義
鑑
に
晴
元
を

討
つ
よ
う
命
じ
」
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
阿
波
・
讃
岐
衆
が
帰
国
す
る

よ
う
な
調
略
を
背
後
か
ら
進
め
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
軍
事
行

動
ま
で
は
求
め
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
晴
元
と
長
慶
は
十
七
ヶ
所
か

ら
排
除
す
べ
き
存
在
で
は
あ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
敵
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

そ
し
て
翌
年
正
月
に
な
る
と
、
先
述
の
よ
う
に
晴
元
と
長
慶
は
と
も
に
幕
府

８



に
出
仕
し
、
そ
れ
と
引
き
替
え
に
政
長
は
京
都
で
の
居
場
所
が
な
く
な
っ
て
い

る
。
幕
府
は
山
城
下
郡
段
銭
の
賦
課
に
は
根
拠
が
な
い
と
厳
し
く
批
難
し
て
い

る
の
で
、
長
慶
は
京
都
の
支
配
か
ら
政
長
を
追
放
す
る
と
幕
府
に
対
し
て
申
し

出
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
赤
松
晴
政
の
復
帰
戦
を
支

援
す
る
よ
う
、
幕
府
か
ら
依
頼
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
播
磨
に

（

）

復
帰
し
た
晴
政
は
、
程
な
く
し
て
幕
府
に
礼
を
申
し
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
六
月
二
日
に
は
、
長
慶
が
十
七
ヶ
所
の
代
官
職
を
懇
望
し
て
き
た
の
に

（

）

対
し
て
、
幕
府
も
そ
れ
に
応
じ
る
方
向
で
話
が
進
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
長
慶

の
働
き
に
対
す
る
見
返
り
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
十
七
ヶ

所
の
代
官
職
を
内
訌
の
争
点
と
み
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
天

文
八
年
に
入
る
と
幕
府
と
長
慶
は
急
速
に
接
近
し
、
そ
の
年
の
半
ば
に
は
か
な

り
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
た
。

翻
っ
て
、
そ
の
頃
の
三
好
政
長
に
目
を
向
け
て
み
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
天

文
八
年
五
月
に
は
、
唐
木
崎
開
康
の
持
つ
買
地
を
大
徳
寺
如
意
庵
へ
還
付
す
る

に
あ
た
り
三
好
政
長
が
協
力
し
て
い
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
五
月
一

七
日
付
の
文
中
で
政
長
が
「
急
度
可
罷
上
候
間
、
於
相
紛
儀
者
、
於
京
都
速
可

申
付
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
返
事
を
大
徳
寺
が
五
月
二
六
日
付
で

発
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
月
中
旬
ま
で
政
長
は
ま
だ
京
都
に
入
っ
て
い
な

（

）
い
。
と
同
時
に
、
こ
こ
か
ら
は
近
く
上
洛
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
わ

（

）

か
る
。
五
月
八
日
に
は
高
雄
ま
で
進
出
し
て
い
る
の
で
、
入
京
の
時
期
を
窺
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
六
月
五
日
に
は
先
述
の
よ
う
に
清
凉
寺
に
禁

（

）

制
を
発
給
し
、
六
月
八
日
に
は
西
岡
に
出
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
長

は
京
都
周
辺
の
支
配
に
再
び
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
動
き
に
長
慶
方
は
敏
感
に
反
応
し
た
。
閏
六
月
一
日
ま
で
に
は
京
都
に

（

）

「
阿
州
雑
説
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
長
慶
の
上
洛
が
時
間
の
問
題
に
な
っ
て
く

（
長
慶
）

る
と
、
晴
元
方
は
次
の
よ
う
な
対
処
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、「
三
好
孫
次
郎
自

（
細
川
晴
元
）

（
三
好
政
長
）

（
長
直
）

屋
形
付
御
敵
、
神
五
郎
明
日
出
仕
云
々
、
然
間
高
畠
神
九
郎
払
髻
縛
、
今
夜
当

軒
江
可
来
云
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
長
慶
を
敵
と
し
、
政
長
と
結
ぶ
の
で
あ

（

）
る
。
そ
の
結
果
、
高
畠
長
直
が
出
奔
し
た
と
も
記
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
長

慶
と
長
直
は
大
身
取
次
と
側
近
取
次
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
主
人
の
晴
元
と
長

慶
が
対
立
し
て
し
ま
う
と
、
長
直
は
い
ず
れ
の
敵
に
も
味
方
に
も
な
る
こ
と
が

で
き
ず
、
出
奔
し
て
中
立
の
立
場
を
明
示
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

側
近
の
取
次
は
定
員
が
五
名
で
、
長
慶
を
敵
と
し
た
の
ち
も
、
古
津
元
幸
・

田
井
長
次
・
波
々
伯
部
元
継
の
三
名
が
晴
元
の
傍
に
仕
え
て
い
る
こ
と
を
確
認

（

）

で
き
る
。
こ
の
う
ち
波
々
伯
部
元
継
は
先
述
の
よ
う
に
政
長
と
結
ん
で
い
た
。

田
井
長
次
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
古
津
元
幸
は
木
沢
長
政
と
結
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、
長
政
と
政
長
は
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
も
わ
か

る
。さ

て
、
長
慶
の
上
洛
が
必
至
に
な
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
荘
園
領
主
た

ち
は
禁
制
の
取
得
に
奔
走
す
る
こ
と
と
な
る
。
東
寺
は
次
の
よ
う
な
動
き
を
み

せ
て
い
る
。

（

）

【
史
料
６
】

天
文
八
年
閏
六
月
五
日

（
足
利
義
晴
）

二
貫
文

公
方
様
へ
御
礼
之
時
御
引
替
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（
築
地
）

（
破
）

（

構

）
（
普
請
）

一
貫
文

辻
ノ
ヤ
フ
レ
・
南
ノ
カ
マ
ヘ
ふ
し
ん
の
酒
直
・

（

藁

綯

）

わ
ら
な
い
以
下

（
高
畠
長
信
）

五
百
文

与
十
郎
御
樽
代

（

制

札

）

二
貫
文

三
好
せ
い
さ
つ
の
引
替

以
上
五
貫
五
百
文

（
中
略
）八

月
二
日

（
三
好
政
長
）

三
百
卅
二
文

神
五
郎
礼
物
御
引
替

（
祐
重
）

一
貫
文

宝
厳
院
殿
は
た
へ
御
出
之
時

以
上
一
貫
三
百
卅
二
文

山
下
真
理
子
氏
は
、【
史
料
６
】
の
内
容
に
つ
い
て
、「『
せ
い
さ
ん
』
の
た

め
、
神
五
郎
へ
二
貫
文
」
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
に
正
し
く
は

「
せ
い
さ
つ
」
な
の
で
制
札
銭
と
み
て
間
違
い
な
い
。
ま
た
、【
史
料
６
】
で
は

「
三
好
」
と
「
神
五
郎
」
が
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、
銭
を
支
払
っ
た
時
期
も

二
ヶ
月
離
れ
て
い
る
の
で
、「
三
好
」
と
は
長
慶
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。閏

六
月
は
、
長
慶
勢
の
乱
入
が
危
惧
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
東

寺
が
禁
制
を
求
め
る
と
し
た
ら
長
慶
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
る
。
事
実
、
閏

六
月
一
六
日
に
清
水
寺
が
、
一
七
日
に
大
山
崎
と
大
徳
寺
が
、
二
〇
日
に
は
知

（

）

恩
寺
が
長
慶
の
禁
制
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
戦
闘
が
目
の
前
に
迫

っ
て
く
る
と
、
龍
安
寺
が
七
月
二
日
付
で
細
川
晴
元
の
禁
制
を
、
大
山
崎
が
七

（

）

月
二
六
日
付
で
晴
元
奉
行
人
の
茨
木
長
隆
に
よ
る
禁
制
を
得
て
い
る
。
荘
園
領

主
た
ち
は
、
一
部
将
の
三
好
政
長
よ
り
も
上
級
権
力
か
ら
得
た
ほ
う
が
効
果
的

と
判
断
し
た
た
め
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
政
長
の
禁
制
は
見
当
た
ら
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
軍
事
的
緊
張
が
走
る
前
の
六
月
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
清
凉
寺
が
政

長
の
禁
制
を
得
て
い
る
も
の
の
、
他
の
禁
制
と
異
な
っ
て
「
軍
勢
」
の
文
言
も

な
く
、「
盗
賊
人
事
」
や
「
喧
嘩
之
事
」
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
平
時
を

視
野
に
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
発
給
の
事
情
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
よ

（

制

札

）

っ
て
、「
三
好
せ
い
さ
つ
」
と
は
長
慶
の
制
札
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

と
な
れ
ば
、【
史
料
６
】
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
畠
長
信
に
樽
代
を
支
払

っ
て
長
慶
の
制
札
を
得
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
信
は
中
立
を
保
つ
こ

と
な
く
、
京
都
に
い
な
が
ら
長
慶
方
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
訌
を
機

に
、
長
信
は
次
の
よ
う
な
禁
制
も
発
給
し
て
い
る
。

（

）

【
史
料
７
】禁

制

浄
福
寺

一
当
手
甲
乙
人
乱
妨
狼
藉
事
、

一
陣
取

放
火
事
、

一
相
懸
矢
銭
兵
粮
米
等
事
、

右
条
々
令
停
止
訖
、
若
於
違
犯
之
輩
者
、
可
処
厳
科
者
也
、

天
文
八
年
閏
六
月

日

（
高
畠
長
信
）

与
十
郎
（
花
押
）

先
述
の
大
山
崎
が
得
た
晴
元
奉
行
人
の
禁
制
の
文
末
は
、「
右
条
々
堅
被
停

止
訖
、
若
有
違
犯
輩
者
、
可
被
処
厳
科
者
也
、
仍
下
知
如
件
」
と
な
っ
て
お

り
、
晴
元
の
意
を
奉
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
【
史
料
７
】
で
の
高
畠
長
信

１０



は
、
晴
元
の
意
を
奉
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
に
基
づ
き
こ
の
禁
制
を

発
給
し
て
い
る
。
政
長
へ
の
対
抗
心
か
ら
こ
の
よ
う
な
禁
制
発
給
に
至
っ
た
と

み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
親
興
）

（
信
正
）

長
慶
に
同
意
し
た
の
は
「
摂
州
同
意
之
輩
、
伊
丹
次
郎
・
池
田
筑
後
守
・
柳

（
元
俊
）

（
国
村
）

（

）

本
孫
七
郎
・
三
宅
出
羽
守
・
芥
川
豊
後
守
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
情
報
が
京
都
に

（

）

入
っ
て
く
る
と
、
晴
元
は
閏
六
月
一
七
日
に
高
雄
山
へ
退
い
た
。
七
月
中
旬
に

な
る
と
、
長
慶
勢
は
京
都
に
進
軍
し
て
く
る
。
長
慶
勢
と
そ
れ
を
迎
え
撃
つ
晴

元
勢
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
布
陣
し
た
。

（

）

【
史
料
８
】

（
政
長
）

（
波
）（
秀
忠
）

従
高
雄
三
好
神
五
郎
其
外
野
多
野
・
馬
廻
衆
、
妙
心
寺
・
西
京
出
張
持

（
連
盛
）

（
向
日
）

（
院
）

（
勝
）

之
、
自
山
崎
三
好
伊
賀
、
向
大
明
神
よ
り
西
井
・
全�
川
乗
寺
出
持
之
、

（
元
俊
）

（
長
信
）

柳
本
・
高
畠
与
十
郎
岩
神
・
神
祇
官
出
持
之
、
終
日
野
伏
は
か
り
に
て
相

引
、
左
右
方
及
晩
引
之
、

晴
元
方
の
三
好
政
長
や
波
多
野
勢
は
、
高
雄
山
か
ら
下
っ
て
き
て
妙
心
寺
や

西
京
に
布
陣
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
山
崎
ま
で
来
て
い
た
長
慶
方
か
ら
は
、
三

好
連
盛
が
向
日
神
社
を
経
由
し
て
、
西
院
や
川
勝
寺
に
布
陣
し
た
。
ま
た
、
柳

（

）

本
元
俊
と
高
畠
長
信
は
岩
神
と
神
祇
官
に
陣
取
っ
た
。
長
慶
方
の
主
力
は
連
盛

（

）

や
元
俊
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
他
の
史
料
か
ら
も
み
て
と
れ
る
。

高
畠
長
信
と
同
陣
し
た
柳
本
家
当
主
代
理
の
柳
本
元
俊
は
、
山
城
下
郡
段
銭

の
賦
課
が
始
ま
っ
た
直
後
の
天
文
七
年
九
月
二
二
日
を
端
緒
と
し
て
、
晴
元
の

（

）

奉
行
人
奉
書
に
て
立
て
続
け
に
違
乱
の
停
止
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て

は
、
可
竹
軒
周
聡
・
三
好
政
長
・
木
沢
長
政
ら
「
晴
元
御
前
衆
」
の
う
ち
、
周

聡
の
賦
に
従
っ
て
奉
行
人
奉
書
が
発
給
さ
れ
て
い
た
が
、
天
文
二
年
に
周
聡
は

（

）

没
し
て
お
り
、
長
政
も
次
第
に
畠
山
在
氏
の
擁
立
に
比
重
を
移
し
て
い
く
。
よ

っ
て
、
以
降
の
奉
行
人
奉
書
発
給
に
は
、
政
長
の
意
向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
元
俊
は
長
信
同
様
に
政
長
の
目
の

敵
に
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
晴
元
の
力
を
背
景
と
し
て
山
城
下
郡
支
配
に
介
入
し
て
き

た
政
長
を
よ
く
思
わ
な
い
者
た
ち
が
結
集
し
て
内
訌
に
発
展
し
た
と
い
え
よ

う
。
し
か
も
、
政
長
は
天
文
八
年
前
半
は
京
都
周
辺
か
ら
一
旦
排
除
さ
れ
て
お

り
、
再
度
入
京
す
る
と
そ
の
情
報
は
す
ぐ
に
長
慶
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
、
即

座
に
挙
兵
し
た
。
主
人
の
晴
元
や
場
合
に
よ
っ
て
は
幕
府
に
も
背
く
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
の
で
、
京
都
に
い
る
高
畠
長
信
や
幕
府
と
事
前
か
ら
連
携
し
て
い

な
け
れ
ば
、
長
慶
は
こ
の
よ
う
な
即
断
が
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
政
長

に
比
較
的
近
い
立
場
の
木
沢
長
政
が
、
こ
の
争
い
に
積
極
的
に
関
与
し
な
か
っ

た
の
は
、
政
長
に
味
方
す
れ
ば
幕
府
に
敵
対
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
右
の
結
論
を
別
の
視
点
か
ら
捉
え
直
せ
ば
、
政
長
に
よ
る
山
城
下

郡
支
配
へ
の
介
入
を
認
め
る
一
派
も
あ
り
、
そ
の
頂
点
に
は
晴
元
が
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
考
え
て
み
た
い
。

２

内
訌
後
の
動
向

六
角
定
頼
の
調
停
に
従
っ
た
三
好
長
慶
は
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
七
月

二
八
日
に
山
崎
か
ら
兵
を
引
き
、
八
月
一
四
日
ま
で
に
摂
津
の
越
水
城
へ
入
城

（

）

（

）

し
た
。
一
方
の
細
川
晴
元
は
、
八
月
二
一
日
に
山
崎
に
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
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（

）

ら
ま
も
な
く
し
て
、
三
好
政
長
が
切
腹
し
た
と
い
う
噂
が
流
れ
る
。
誤
報
と
は

い
え
、
内
訌
の
責
任
は
彼
に
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
噂

は
広
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

九
月
二
六
日
に
な
る
と
晴
元
は
山
崎
か
ら
上
洛
し
、
長
慶
も
出
仕
す
る
こ
と

（

）

と
な
り
、
ひ
と
ま
ず
混
乱
は
収
束
す
る
。
長
慶
方
の
主
導
的
立
場
に
あ
っ
た
三

好
連
盛
は
八
月
一
四
日
に
は
越
水
に
在
城
し
て
い
る
が
、
長
慶
の
出
仕
に
あ
た

（

）

っ
て
牢
人
と
な
っ
て
堺
に
逃
れ
て
い
る
。
連
盛
は
、
翌
年
五
月
に
な
っ
て
も
、

な
お
堺
に
牢
人
と
し
て
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
年
の
一
〇
月
一
二
日
に
は
討
死

（

）

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
長
慶
方
か
ら
ど
の
よ
う
な
処
遇
を
受
け
た
の
か

は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
天
野
忠
幸
氏
は
連
盛
が
失
脚
し
た
理
由
を

（

）

不
明
と
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
長
慶
の
有
力
配
下
で
あ
る
塩
田
左
馬
助
に
着

目
す
る
と
、
長
慶
の
出
仕
に
際
し
て
牢
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
翌
年
二
月
に
は

（

）

許
さ
れ
て
長
慶
の
も
と
に
復
帰
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
好
ん
で
出
奔
し
た
わ

け
で
も
な
さ
そ
う
な
の
で
、
連
盛
と
左
馬
助
の
追
放
が
和
睦
の
条
件
に
な
っ
た

か
、
も
し
く
は
彼
ら
に
内
訌
の
責
任
を
負
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
晴
元
に
敵
対
し
た
高
畠
長
信
や
出
奔
し
た
高
畠
長
直
は
ど
の
よ
う
な

処
分
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
〇
月
一
三
日
に
証
如
は
晴
元
の
上
洛
を
祝

（

）

し
て
、
彼
お
よ
び
そ
の
側
近
取
次
五
名
全
員
に
音
信
を
贈
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
こ
こ
に
は
高
畠
長
直
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
混
乱
が
収
束
し
た
直
後

に
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
晴
元
の
傍
に
仕
え
て
い
る
の
も
違
和
感
が
あ

る
。
長
直
か
ら
は
返
事
も
あ
っ
た
よ
う
に
証
如
は
日
記
に
記
す
が
、
代
理
人
が

受
理
し
て
返
事
を
し
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
長
信
）

（
長
直
）

実
際
、
翌
一
一
月
に
は
、「
高
畠
与
十
郎
又
神
九
郎
へ
、
就
出
頭
儀
、
為
樽

（

）

代
弐
百
疋
ツ
ヽ
遣
之
也
」
と
「
出
頭
」
を
祝
し
て
高
畠
兄
弟
に
音
信
を
贈
っ
て

い
る
。
証
如
は
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
三
好
長
慶
が
晴
元
の
も
と
に
復
帰
し
た
こ

（

）

と
を
「
出
頭
之
儀
」
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
、
彼
の
い
う
「
出
頭
」
と
は
出
仕

を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
高
畠
兄
弟
の
晴
元
へ
の
出
仕
は
、
し
ば
ら
く
遅
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
東
寺
が
、
一
一
月
に
近
江
坂
本
か
ら
上
洛
し
て
き
た
高
畠

（

）

長
直
に
対
し
て
礼
銭
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
国
寺
に
入
っ
た
長
直
は
そ

の
後
に
坂
本
に
移
っ
て
逼
塞
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
長
慶
が
実
際
に
上
洛
し

て
く
る
の
も
一
一
月
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
月
に
な
っ
て
晴
元
方
と
長
慶
方
の

（

）

正
式
な
和
睦
が
結
ば
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
高
畠
兄
弟
は
天
文
八
年
の
内
訌
の
結
果
、
立
場
を
悪
く
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
長
直
は
こ
れ
以
後
も
晴
元
に
重
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
立
の
立
場
を
示

し
た
こ
と
が
幸
い
し
た
よ
う
で
あ
る
。
敵
対
し
た
長
信
が
許
さ
れ
た
の
も
、
長

慶
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
年
の
末
に
、

（

）

長
信
は
垪
和
道
祐
の
宿
に
て
殺
害
さ
れ
る
。
三
好
政
長
と
道
祐
は
先
述
の
よ
う

に
懇
意
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
こ
の
事
件
の
背
後
に
政
長
が
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ

間
違
い
あ
る
ま
い
。

高
畠
長
信
の
罪
は
不
問
に
付
さ
れ
て
京
都
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
好

政
長
に
対
し
て
は
、
和
睦
の
条
件
と
し
て
山
城
下
郡
守
護
代
の
立
場
を
放
棄
す

る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
、
山
城
下
郡
段
銭
の
事
例

を
除
く
と
、
政
長
が
山
城
下
郡
守
護
代
と
し
て
振
る
舞
っ
た
形
跡
は
な
い
。
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三

相
論
に
み
る
山
城
下
郡
支
配
の
変
容

１

高
畠
長
信
の
対
応

本
章
で
は
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
の
内
訌
を
経
て
、
晴
元
権
力
に
よ
る

山
城
下
郡
の
支
配
が
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
た
の
か
み
て
お
く
。

愛
宕
郡
松
崎
で
は
複
数
の
寺
社
領
が
混
在
し
て
お
り
、【
表
】
に
示
し
た
よ

う
に
、
こ
こ
で
の
北
野
社
と
大
徳
寺
の
所
領
争
い
に
高
畠
長
信
と
三
好
政
長
が

関
与
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、【
表
】
に
基
づ
い
て
相
論
の
経
過
を
整
理
し
、
長

信
と
政
長
の
関
与
の
あ
り
方
を
比
較
し
て
み
た
い
。
な
お
、【
表
】
か
ら
引
用

す
る
際
は
、﹇
１
﹈
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

天
文
三
年
に
、
北
野
社
が
外
会
所
領
の
毎
阿
弥
分
だ
と
し
て
、
大
徳
寺
養
徳

院
領
の
薑
田
壱
町
を
押
領
し
て
く
る
。
こ
の
と
き
大
徳
寺
は
幕
府
に
訴
え
て
、

そ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、
奉
行
人
奉
書
が
発
給
さ
れ
た
﹇
１
〜
３
﹈。
天
文
六

年
に
は
、
光
乗
院
や
赤
沢
民
部
大
輔
が
改
め
て
外
会
所
領
だ
と
主
張
し
て
、
押

領
し
て
く
る
﹇
５
・
１９
﹈。
そ
の
結
果
、
同
年
八
月
に
幕
府
は
毎
阿
弥
分
を
外

会
所
領
と
認
め
る
一
方
で
、
薑
田
壱
町
は
毎
阿
弥
分
の
一
部
を
売
却
し
た
も
の

と
し
、
売
買
の
際
に
不
法
が
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
の
御
料
所
と
し
て
し
ま
っ
た

﹇
６
・
１７
・
１８
﹈。

そ
の
た
め
、
大
徳
寺
は
翌
九
月
に
京
兆
家
へ
訴
え
て
、
薑
田
壱
町
を
安
堵
す

る
奉
行
人
奉
書
を
得
て
い
る
﹇
８
〜
１０
﹈。
そ
れ
に
基
づ
い
て
大
徳
寺
が
薑
田

壱
町
の
知
行
を
継
続
し
た
た
め
、
天
文
八
年
九
月
に
幕
府
は
御
料
所
な
の
で
手

を
引
く
よ
う
求
め
た
﹇
１７
・
１８
﹈。
す
る
と
大
徳
寺
は
、
翌
一
〇
月
に
改
め
て

京
兆
家
に
訴
え
て
奉
行
人
奉
書
を
得
て
い
る
﹇
１９
﹈。
そ
し
て
、
大
徳
寺
は
支

証
を
揃
え
て
提
出
し
、
改
め
て
幕
府
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
御
料
所
の
代
官
職
を

つ
と
め
る
松
田
盛
秀
か
ら
職
を
辞
す
る
と
い
う
内
意
を
得
た
﹇
２０
〜
２２
﹈。
一

二
月
に
な
る
と
、
そ
の
旨
が
幕
府
奉
行
人
奉
書
で
正
式
に
通
達
さ
れ
る
﹇
２４
﹈。

（

）

こ
の
相
論
は
、
以
後
も
天
文
一
四
年
頃
ま
で
続
く
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、

そ
れ
ら
も
含
め
つ
つ
大
徳
寺
が
所
有
す
る
史
料
を
み
る
限
り
は
、
薑
田
壱
町
と

い
う
大
徳
寺
独
自
の
所
領
に
対
し
て
、
北
野
社
が
毎
阿
弥
分
の
一
部
だ
と
あ
れ

こ
れ
と
口
実
を
付
け
な
が
ら
押
領
を
図
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
所
領
に
つ
い
て
、
幕
府
は
天
文
三
年
当
初
は
大
徳
寺
領
で
あ
る
と
認
め
な
が

ら
、
天
文
六
年
に
は
北
野
社
領
と
認
識
し
て
お
り
、
天
文
八
年
に
再
度
大
徳
寺

領
と
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
も
、
幕
府
の
認
識
は
二
転
三
転
す
る
た
め
、
こ
の

問
題
は
な
か
な
か
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。

で
は
、
京
兆
家
は
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幕
府
の
判

定
が
覆
る
ご
と
に
大
徳
寺
は
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
に
よ
る
安
堵
を
求
め
て
い

た
。
京
兆
家
奉
行
人
の
茨
木
長
隆
が
、
私
信
を
添
え
て
奉
書
を
送
っ
て
い
る
よ

う
に
﹇
１４
﹈、
懇
意
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
の
判
定
が
覆

る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
高
畠
長
信
は
次
の
よ
う
な
姿
勢
を
示
し
て

い
た
。

【
史
料
９
Ａ
】﹇
４
﹈

北
野
社
領
城
州
松
崎
内
三
町
余
事
号
毎
阿
弥
分
、
以

公
方
御
奉
書
・
御
屋

形
御
下
知
退
押
妨
、
如
元
社
領
無
紛
、
於
代
官
職
者
子
細
在
之
、
此
方
数
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【表】「薑田壱町」をめぐる北野社と大徳寺の相論

番号 年月日 差出→宛所 正案 認識 典拠

1 天文 3. 10. 7 （飯尾）堯連・（飯尾）貞広→当所名主沙汰人中 正 大 1136

2 天文 3. 11. 25 大和守（飯尾堯連）・散位（飯尾貞広）→当院雑掌 正 大 2367

3 天文 3. 11. 25 （飯尾）堯連・（飯尾）貞広→当所名主沙汰人中 正 大 2368

4 天文 6. 8. 9 高畠長信→当所百姓中 正 北 1137

5 （天文 6）. 8. 13 北野外会蔵光→赤沢民部大輔 案 北 1138−1

6 天文 6. 8. 22 （飯尾）盛就・（治部）貞兼→当所名主百姓中 案 北 1138-3

7 天文 6. 8. 28 別当代・西執行代・執行代→東松崎当所名主百姓中 案 北 1138-2

8 天文 6. 9. 19 （茨木）長隆→当院雑掌 正 大 1139

9 天文 6. 9. 19 （茨木）長隆→所々名主百姓中 正 大 1140

10 天文 6. 9. 19 （茨木）長隆→当所名主百姓中 正 大 1141

11 （天文 6）. 9. 30 高畠長信→当所名主百姓中 正 北 1142

12 （天文 6）. 10. 20 高与十（高畠与十郎）長信→山本修理進（実尚） 正 北 1143

13 天文 8. 8. 9 （茨木）長隆→当所名主百姓中 正 大 1145

14 （天文 8）. 8. 9 茨木伊賀守長隆→竹和軒 正 大 1146

15 天文 8. 8. 9 三好神五郎政長→松崎名主百姓中 正 大 影写本

16 （天文 8）. 8. 9 三好神五郎政長→松崎名主百姓中 正 大 影写本

17 天文 8. 9. 15 （松田）盛秀→当所名主百姓中 正 北 1147

18 天文 8. 10. 2 （治部）光任・（飯尾）貞広→大徳寺内養徳院雑掌 正 北 1148

19 天文 8. 10. 10 （茨木）長隆→当所名主百姓中 正 大 1149

20 （天文 8）. 10. 12 （松田）盛秀→養徳院納所禅師 正 大 1151

21 天文 8. 10. 12 （松田）盛秀→当所名主百姓中 正 大 1152

22 （天文 8）. 10. 20 （松田）盛秀→飯尾太和守（堯連） 正 大 影写本

23 （天文 8）. 12. 6 三好神五郎政長→与鴎亭 正 大 1155

24 天文 8. 12. 25 （飯尾）堯連・（松田）晴秀→当所名主沙汰人中 正 大 1156

註）典拠は、『大徳寺文書』の文書番号。「影写本」は大徳寺文書（東京大学史料編纂所影写本）。認識の
「大」は大徳寺領と認識しているもの、「北」は北野社領と認識しているもの。なお、15・22は、案文
が『大徳寺文書』2369号・1154号に掲載される。また、23は『戦三』132にも所収される。
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年
存
知
候
条
、
各
成
其
心
得
、
厳
重
可
令
納
所
、
更
不
可
有
難
渋
候
也
、

謹
言
、

高
畠

天
文
六八
月
九
日

長
信
（
花
押
）

当
所百
姓
中

【
史
料
９
Ｂ
】﹇
１１
﹈

松
崎
内
北
野
社
領
毎
阿
弥
分
年
貢
米
等
事
、
可
令
納
所
之
旨
、
申
付
之

処
、
方
々
号
違
乱
之
族
在
之
、
難
渋
曲
事
候
、
所
詮
不
日
差
越
人
数
、
可

令
納
所
候
之
条
、
可
成
其
意
候
、
自
然
雖
構
他
納
、
不
可
能
承
引
候
也
、

（
異
筆
）

「
天
文
六
」

高
畠

九
月
卅
日

長
信
（
花
押
）

当
所
名
主
百
姓
中

【
史
料
９
Ｃ
】﹇
１２
﹈

尚
以
、
柳
本
方
折
帋
無
之
上
者
、
堅
可
有
御
催
促
候
、
但
又
柳
本
方

折
帋
到
来
候
ハ
ヽ
、
従
此
方
可
相
届
候
、

毎
阿
弥
分
薑
田
壱
町
事
、
柳
本
方
へ
申
届
候
処
、
無
存
知
之
由
候
上
者
、

可
有
御
催
促
候
、
恐
々
謹
言
、

（
異
筆
）

（
高
畠
与
十
郎
）

「
天
文
六
」

高
与
十

十
月
廿
日

長
信
（
花
押
）

（
実
尚
）（
亮
）

山
本
修
理
進
殿御

宿
所

【
史
料
９
Ｃ
】
か
ら
は
、
天
文
六
年
に
至
っ
て
も
、
柳
本
家
と
の
連
立
体
制

が
一
応
は
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
受
益
者
は
、【
史
料

９
Ａ
】
と
【
史
料
９
Ｂ
】
に
て
「
北
野
社
領
」
と
し
て
安
堵
し
て
い
る
よ
う
に

北
野
社
で
あ
る
。
そ
の
点
は
【
史
料
９
Ｃ
】
も
同
様
で
、「
毎
阿
弥
分
薑
田
壱

町
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
完
全
に
北
野
社
側
の
主
張
に
従
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
な
ぜ
だ
か
大
徳
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
。【
史
料
９
Ａ
】

に
「
於
代
官
職
者
子
細
在
之
、
此
方
数
年
存
知
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
高
畠
長

信
は
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
以
来
、
与
力
の
真
壁
治
継
と
と
も
に
松
崎
に
混

在
す
る
寺
社
領
の
総
括
的
な
代
官
職
を
つ
と
め
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら

三
点
は
年
貢
催
促
の
た
め
に
松
崎
の
地
下
へ
直
接
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
地
下
が
判
断
を
仰
い
で
提
出
し
た
た
め
、
大
徳
寺
に
残
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。【
史
料
２
】
や
【
史
料
４
】
で
も
そ
の
傾
向
は
み
ら
れ
た
が
、
長
信
は

荘
園
領
主
に
手
交
す
る
と
い
う
中
世
的
原
則
か
ら
逸
脱
し
、
宛
所
の
と
お
り
に

文
書
を
送
る
な
ど
、
地
下
と
直
接
交
渉
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
交
渉
が
始
ま
る
契
機
は
、【
史
料
３
】
や
【
史
料
４
】
で
み

た
よ
う
に
、
晴
元
方
の
諸
将
が
地
下
を
積
極
的
に
軍
事
動
員
し
よ
う
と
し
て
い

（

）

た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
、
同
時
並
行
し
て
、
茨
木
長
隆
が
大
徳
寺
領
と
し
て
安
堵
す
る
奉

書
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
高
畠
長
信
は
そ
れ
に
背
い
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
幕
府
は
北
野
社
領
と
判
断
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
長
信
は
京
兆
家
の
意
向
よ
り
も
幕
府
の
意
向
を
優
先
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
長
信
が
近
江
に
い
る
足
利
義
晴
の
意
向
を
尊
重
し
て
い
る
点
は
、

【
史
料
４
Ａ
】
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
た
が
、
こ
の
よ
う
な
方
針
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は
柳
本
賢
治
以
来
の
も
の
と
い
え
る
。
し
か
も
、
柳
本
家
の
年
寄
衆
と
連
携
は

し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
時
期
の
長
信
は
単
独
で
文
書
を
発
給
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
連
立
体
制
と
異
な
り
恣
意
的
な
支
配
に
陥
り
や
す
か
っ
た

と
い
え
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
三
好
政
長
の
計
画
に
も
大
義
名
分
が
あ
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

２

三
好
政
長
の
対
応

続
け
て
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
の
内
訌
の
後
、
三
好
政
長
が
ど
の
よ
う

な
方
針
を
と
っ
た
の
か
み
て
お
き
た
い
。

【
史
料
１０
Ａ
】﹇
１３
﹈

紫
野
養
徳
院
雑
掌
申
城
州
松
崎
薑
田
事
、
依
有
違
乱
族
難
渋
云
々
、
以
外

（
衍
）

次
第
也
、
所
詮
不
可
有
他
妨
上
者
、
任
度
々
御
御
下
知
旨
、
年
貢
諸
公
事

物
等
、
如
先
々
可
致
寺
納
由
状
如
件
、

天
文
八

（
茨
木
）

八
月
九
日

長
隆
（
花
押
）

当
所
名
主
百
姓
中

【
史
料
１０
Ｂ
】﹇
１６
﹈

紫
野
養
徳
院
領
松
崎
薑
田
壱
町
之
事
、
任
御
下
知
之
旨
、
如
先
規
可
全
寺

納
、
若
於
難
渋
者
、
堅
可
申
付
候
、
恐
々
謹
言
、

三
好
神
五
郎

（
天
文
八
年
）

八
月
九
日

政
長
（
花
押
）

松
崎

名
主
百
姓
中

同
日
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
好
政
長
は
【
史
料
１０
Ａ
】
の
京
兆
家
奉
行
人

奉
書
を
用
意
し
た
う
え
で
【
史
料
１０
Ｂ
】
を
発
給
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、【
史
料
１０
Ｂ
】
と
同
日
付
で
文
言
も
ほ
ぼ
同
じ
な
が
ら
、
冒
頭
部
分
が

「
当
所
之
内
紫
野
寺
領
田
地
之
事
」
と
な
っ
て
い
る
政
長
の
書
状
も
残
さ
れ
て

い
る
﹇
１５
﹈。す
な
わ
ち
、
大
徳
寺
は
【
史
料
１０
Ａ
】
を
要
求
す
る
と
同
時
に
、

松
崎
に
お
け
る
大
徳
寺
領
全
体
の
安
堵
も
政
長
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
こ
の
安
堵
状
は
付
年
号
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
保
証
力
の
あ
る
様
式
と
な

っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
発
給
時
期
に
も
着
目
し
た
い
。
三
好
長
慶
が
摂
津
へ
と
退
い

て
い
っ
た
直
後
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
高
畠
長
信
は
、
晴
元
と
敵
対
し
た

直
後
な
の
で
、
お
そ
ら
く
在
京
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
北
野
社
を

支
持
し
て
い
た
長
信
が
京
都
支
配
か
ら
追
わ
れ
る
と
、
こ
れ
を
好
機
と
み
た
大

徳
寺
は
即
座
に
三
好
政
長
に
歩
み
寄
っ
た
の
で
あ
る
。
長
信
と
は
異
な
り
晴
元

の
意
向
を
尊
重
す
る
政
長
の
副
状
【
史
料
１０
Ｂ
】
は
、【
史
料
１０
Ａ
】
の
効
力

を
担
保
し
た
に
違
い
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
内
訌
後
の
和
睦
に
あ
た
っ
て
三
好
政
長
は
山
城
下
郡
守
護

代
の
職
を
放
棄
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
山
城
下
郡
段
銭
で
の
交
渉
を
契

機
と
し
て
、
政
長
の
存
在
は
荘
園
領
主
た
ち
か
ら
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、
長
信
の
い
な
く
な
っ
た
間
隙
を
突
い
て
、
政
長
は
晴
元
権
力

の
窓
口
と
し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
。

【
史
料
１１
】﹇
２３
﹈

養
徳
院
領
城
州
松
崎
之
内
薑
田
壱
町
之
事
、
任
公
方
御
下
知
・
公
験
并
屋
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形
奉
書
之
旨
、
御
寺
務
不
可
有
相
違
候
、
万
一
於
押
妨
之
族
者
、
為
此
方

涯
分
申
達
、
聊
不
可
有
疎
意
之
旨
、
可
有
御
伝
達
候
、
恐
々
謹
言
、

（
異
筆
）

「
天
文
八
」

三
好
神
五
郎

十
二
月
六
日

政
長
（
花
押
）

与
鴎
亭

床
下

松
田
盛
秀
か
ら
薑
田
壱
町
の
代
官
職
を
辞
す
る
と
い
う
内
意
を
得
た
天
文
八

年
一
〇
月
か
ら
、
幕
府
奉
行
人
奉
書
で
そ
の
旨
を
正
式
に
通
達
さ
れ
る
一
二
月

二
五
日
ま
で
の
間
に
、
大
徳
寺
が
三
好
政
長
か
ら
あ
ら
か
じ
め
安
堵
し
て
も
ら

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
に
は
高
畠
長
信
は
京
都
に
復
帰
し
て
い

る
が
、
晴
元
権
力
と
の
交
渉
ル
ー
ト
は
も
は
や
政
長
に
確
定
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
。

そ
し
て
一
〇
月
末
に
な
る
と
、
三
好
政
長
は
八
幡
四
郷
に
徳
政
令
を
出
し
て

（

）

い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
賀
茂
社
は
高
畠
長
信
を
取
次
と
し
て
細
川
権
力
と
交

渉
し
て
い
た
が
、
天
文
九
年
の
水
論
で
は
三
好
政
長
や
波
々
伯
部
元
継
ら
を
介

（

）

し
て
訴
訟
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
長
は
山
城
下
郡
段
銭
の
賦
課
を
契
機

と
し
て
、
京
都
周
辺
の
内
政
に
一
気
に
食
い
込
ん
で
い
っ
た
。

お

わ

り

に

細
川
晴
元
の
内
衆
に
は
、
古
参
と
新
参
と
い
う
内
在
的
な
対
抗
意
識
に
加

え
、
分
裂
し
た
幕
府
の
再
建
構
想
な
ど
表
向
き
の
政
治
方
針
に
お
い
て
も
意
見

の
対
立
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
立
軸
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
た
め
一
触
即
発

と
い
う
こ
と
は
な
く
、
高
国
派
と
い
う
共
通
の
敵
が
い
る
う
ち
は
、
晴
元
派
は

何
と
か
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
共
通
の
敵
が
い
な
く
な
っ
た
と

き
や
、
様
々
な
条
件
が
重
な
っ
て
派
閥
が
明
確
に
二
分
化
す
る
と
、
対
立
が
先

鋭
化
し
軍
事
衝
突
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
新
参
で
将
軍
と
し
て
義
晴

を
推
す
柳
本
賢
治
一
派
と
、
古
参
で
義
維
を
推
す
三
好
元
長
一
派
に
よ
る
享
禄

元
年
（
一
五
二
八
）
の
軍
事
衝
突
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
賢
治
の
後
継
者
で

あ
る
柳
本
甚
次
郎
と
三
好
元
長
も
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
軍
事
衝
突
を
し

た
。
こ
れ
ら
の
軍
事
衝
突
に
は
も
う
一
つ
背
景
が
あ
っ
て
、
三
好
元
長
が
山
城

下
郡
守
護
代
と
い
う
役
職
に
基
づ
き
京
都
周
辺
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
の
に
対

し
、
柳
本
家
は
明
確
な
役
職
に
つ
く
こ
と
な
く
晴
元
権
力
の
申
次
と
い
う
立
場

で
荘
園
領
主
た
ち
と
様
々
な
交
渉
を
も
つ
こ
と
で
京
都
で
実
力
者
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
結
果
、
二
重
行
政
に
陥
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、

い
ず
れ
か
が
い
ず
れ
か
を
軍
事
的
に
圧
伏
し
て
、
荘
園
領
主
と
の
交
渉
を
自
ら

に
一
本
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
晴
元
内
衆
の
内
部
構
造
を
整
理
す
る
と
、
天
文
七
年
の
山
城

下
郡
段
銭
か
ら
翌
年
の
軍
事
衝
突
に
か
け
て
の
筋
書
は
、
次
の
よ
う
に
想
定
で

き
る
。
三
好
政
長
は
、
山
城
下
郡
段
銭
の
賦
課
な
ど
を
通
じ
て
、
高
畠
長
信
や

そ
れ
と
連
携
す
る
柳
本
家
か
ら
京
都
周
辺
に
お
け
る
主
導
権
を
奪
お
う
と
す

る
。
晴
元
ら
周
囲
の
者
が
そ
れ
を
支
援
し
た
の
は
、
長
信
が
将
軍
義
晴
を
推
す

あ
ま
り
晴
元
側
の
下
知
に
従
わ
な
い
な
ど
、
独
走
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
排
除
し
て
政
長
が
京
都
周
辺
の
支
配
に
正
当
性
を
も
っ
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て
介
入
す
る
に
は
、
三
好
元
長
の
山
城
下
郡
守
護
代
と
い
う
立
場
が
格
好
の
先

例
と
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
山
城
下
郡
段
銭
の
賦
課
は
、
そ
の
立
場
に
就
任
し

た
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
動
き
に
同
調
す
る
勢
力
と
反
対
す
る
勢
力
に
二
分
化
し
た
た

め
、
晴
元
内
衆
の
軍
事
衝
突
が
再
び
起
こ
っ
た
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
自

ら
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
た
高
畠
長
信
と
父
元
長
が
任
命
さ
れ
た
山
城
下
郡
守
護

代
の
座
を
掠
め
取
ら
れ
た
三
好
長
慶
が
、
古
参
と
し
て
同
盟
を
結
ん
だ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
古
参
と
新
参
と
い
う
内
在
的
な
対
抗
意
識
と
政
治
方
針
の
対
立

が
重
な
っ
て
勢
力
が
二
分
化
し
た
た
め
、
軍
事
衝
突
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
天

文
五
年
に
高
国
弟
の
細
川
晴
国
が
滅
ん
だ
の
ち
、
高
国
残
党
と
の
闘
争
が
落
ち

着
い
て
い
た
の
も
対
立
が
先
鋭
化
し
た
一
つ
の
要
因
と
い
え
よ
う
。

結
果
的
に
三
好
政
長
は
山
城
下
郡
守
護
代
の
座
を
諦
め
る
が
、
高
畠
長
信
の

晴
元
に
対
す
る
反
逆
と
段
銭
賦
課
と
い
う
前
例
に
基
づ
き
、
政
長
を
晴
元
権
力

の
申
次
と
認
識
す
る
荘
園
領
主
た
ち
も
増
え
て
い
く
。
長
信
の
殺
害
は
そ
れ
に

拍
車
を
か
け
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
長
慶
と
の
間
の
禍
根
は
残
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
晴
元
権
力
の
確
立
が
三
好
政
長
の
表
向
き
の
目
的
で
あ
っ
た
た

め
、
三
好
長
慶
と
政
長
が
協
調
す
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
高
国
残

党
の
細
川
氏
綱
が
実
力
を
備
え
つ
つ
あ
る
な
か
、
そ
れ
と
対
抗
し
て
い
く
に

は
、
晴
元
権
力
の
意
思
を
早
急
に
統
一
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
そ
う
な
る

と
、
足
利
義
晴
に
接
近
し
強
大
な
実
力
を
身
に
つ
け
つ
つ
あ
る
木
沢
長
政
を
晴

（

）

元
権
力
か
ら
排
除
す
る
た
め
、
天
文
一
〇
年
に
長
慶
は
政
長
と
結
ぶ
。
結
果
と

し
て
晴
元
の
近
く
に
い
る
政
長
は
さ
ら
な
る
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

政
長
と
長
慶
の
対
立
が
再
燃
す
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

註（
１
）
拙
稿
「『
堺
公
方
』
期
の
京
都
支
配
と
柳
本
賢
治
」（
拙
著
『
戦
国
期
細
川
権

力
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
四
年
）。

（
２
）
拙
稿
「
柳
本
甚
次
郎
と
配
下
の
動
向
」（『
大
阪
大
谷
大
学
歴
史
文
化
研
究
』

第
一
九
号
、
二
〇
一
九
年
）。
以
下
、
享
禄
四
年
か
ら
天
文
元
年
に
か
け
て
の

動
向
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
こ
れ
に
よ
る
。

（
３
）
拙
稿
「
細
川
高
国
の
近
習
と
内
衆
の
再
編
」（
前
掲
註
（
１
）
拙
著
、
初
出
二

〇
一
五
年
）。

（
４
）
「
経
厚
法
印
日
記
」
天
文
元
年
八
月
二
八
日
条
（『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
二
五

冊
）。

（
５
）
拙
稿
「
木
沢
長
政
の
政
治
的
立
場
と
軍
事
編
成
」（
前
掲
註
（
１
）
拙
著
、
初

出
二
〇
一
七
年
）。

（
６
）
拙
稿
「『
堺
公
方
』
期
の
京
都
支
配
と
松
井
宗
信
」（
前
掲
註
（
１
）
拙
著
、

初
出
二
〇
一
四
年
）。

（
７
）
山
下
真
理
子
「
天
文
期
山
城
国
を
め
ぐ
る
三
好
宗
三
の
動
向
」（『
地
方
史
研

究
』
第
三
八
六
号
、
二
〇
一
七
年
）。
以
下
、
山
下
氏
の
所
説
は
こ
れ
に
よ

る
。

（
８
）
仁
木
宏
「
細
川
氏
奉
行
人
飯
尾
為
清
奉
書
と
大
山
崎
徳
政
事
情
」（『
大
山
崎

町
歴
史
資
料
館
館
報
』
第
五
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
９
）
今
谷
明
『
戦
国
三
好
一
族
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
五
年
）
九
八
頁
。
拙

稿
「
江
口
合
戦
へ
の
道
程
」（『
大
阪
大
谷
大
学
歴
史
文
化
研
究
』
第
二
一
号
、

二
〇
二
一
年
）
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
江
口
合
戦
に
お
い
て
も
長
慶
は
晴
元

打
倒
を
最
終
目
標
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
１０
）
天
野
忠
幸
『
三
好
長
慶
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
二
八
頁
〜
三

〇
頁
。

（
１１
）
長
江
正
一
『
三
好
長
慶
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
）
七
二
頁
〜
七
三

１８



頁
。

（
１２
）
疋
田
本
離
宮
八
幡
宮
文
書
三
七
号
（『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
・『
戦
国
遺
文

三
好
氏
編
』
三
七
号
〔
以
下
『
戦
三
』
三
七
と
略
記
〕）。

（
１３
）
東
寺
百
合
文
書
わ
函
九
三
号
。

（
１４
）
東
寺
百
合
文
書
よ
函
一
六
七
号
。『
教
王
護
国
寺
文
書
』
二
四
五
五
号
。

（
１５
）
東
寺
百
合
文
書
わ
函
一
〇
〇
号
。

（
１６
）
東
寺
百
合
文
書
ま
函
一
九
│
二
│
一
号
。
な
お
、
山
下
氏
は
史
料
名
を
東
西

九
条
女
御
田
の
算
用
状
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
混
乱
が
み
ら
れ
る
。

（
１７
）
東
寺
百
合
文
書
ま
函
一
九
│
二
│
二
号
。

（
１８
）
拙
稿
「
細
川
晴
国
陣
営
の
再
編
と
崩
壊
」（
前
掲
註
（
１
）
拙
著
、
初
出
二
〇

一
三
年
）。

（
１９
）
伊
東
家
古
文
状
（『
戦
三
』
一
〇
八
）。

（
２０
）
『
鹿
王
院
文
書
の
研
究
』
六
〇
〇
号
。
三
好
政
長
が
表
舞
台
で
活
動
し
始
め
る

大
永
七
年
か
ら
入
道
し
て
宗
三
を
名
乗
る
天
文
一
一
年
ま
で
の
間
で
、
こ
の

文
書
の
端
裏
書
に
「
酉
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
年
次
比
定
で
き
る
。

（
２１
）
「
証
如
書
札
案
」
天
文
七
年
五
六
号
（『
大
系
真
宗
史
料
』
文
書
記
録
編
四
・

『
戦
三
』
一
一
一
）。

（
２２
）
『
天
文
日
記
』
天
文
七
年
七
月
二
日
条
。

（
２３
）
『
大
徳
寺
文
書
』
一
九
三
二
号
・
一
九
三
三
│
一
号
・
二
号
（『
戦
三
』
一
一

四
・
一
一
五
）。

（
２４
）
『
大
徳
寺
文
書
』
一
九
四
〇
号
。

（
２５
）
清
凉
寺
文
書
二
一
号
（『
京
都
浄
土
宗
寺
院
文
書
』・『
戦
三
』
一
一
六
）。

（
２６
）
前
掲
註
（
１
）
拙
稿
。

（
２７
）
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
七
年
九
月
二
一
日
条
。

（
２８
）
『
実
隆
公
記
』
享
禄
二
年
一
〇
月
四
日
条
。「
稙
通
公
記
」
享
禄
二
年
九
月
一

日
条
・
一
〇
月
一
三
日
条
・
一
六
日
条
・
一
七
日
条
（『
図
書
寮
叢
刊
九
条
家

歴
世
記
録
』
四
）。

（
２９
）
井
関
家
文
書
二
│
二
五
号
（『
大
覚
寺
文
書
』
上
巻
）。

（
３０
）
【
史
料
３
Ａ
】
と
【
史
料
３
Ｂ
】
は
、「
経
厚
法
印
日
記
」
天
文
元
年
一
一
月

二
一
日
条
。

（
３１
）
田
中
克
行
「
村
の
『
半
済
』
と
戦
乱
・
徳
政
一
揆
」（
同
『
中
世
の
惣
村
と
文

書
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）。

（
３２
）
【
史
料
４
Ａ
】〜【
史
料
４
Ｄ
】
は
、
東
寺
百
合
文
書
ゑ
函
九
〇
号
・
一
三
三
号

〜
一
三
五
号
。

（
３３
）
東
寺
は
「
く
ミ
の
郷
衆
」
な
ど
と
広
く
協
力
し
な
が
ら
対
峙
し
て
い
る
の
で

（
東
寺
百
合
文
書
チ
函
一
九
七
号
）、
高
畠
長
信
は
吉
祥
院
の
み
な
ら
ず
、
周

囲
か
ら
の
動
員
も
視
野
に
入
れ
て
調
停
に
臨
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３４
）
以
下
の
叙
述
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
拙
稿
「
細
川
晴
元
の
取
次
と
内
衆
の

対
立
構
造
」（
前
掲
註
（
１
）
拙
著
、
初
出
二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
。

（
３５
）
「
細
川
両
家
記
」
享
禄
二
年
八
月
一
〇
日
条
（『
群
書
類
従
』
第
二
〇
輯
）。

（
３６
）
拙
稿
「
天
文
七
年
の
山
城
下
郡
段
銭
と
三
好
政
長
」（
志
賀
節
子
・
三
枝
暁
子

編
『
中
世
の
収
取
構
造
と
段
銭
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
二
年
掲
載
予
定
）。
以

下
、
山
城
下
郡
段
銭
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
３７
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
閏
六
月
一
三
日
条
・
二
二
日
条
（『
続
史
料
大
成
』

一
三
）。

（
３８
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
閏
六
月
一
六
日
条
。「
厳
助
往
年
記
」
天
文
八
年
六

月
条
（『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
二
五
冊
）。

（
３９
）
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
細
川
国
慶
の
上
洛
戦
と
京
都
支
配
」（
前
掲
註

（
１
）
拙
著
、
初
出
二
〇
一
四
年
）。

（
４０
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
七
年
一
〇
月
一
五
日
条
。

（
４１
）
『
鹿
苑
日
録
』
天
文
七
年
一
〇
月
一
七
日
条
・
一
一
月
一
〇
日
条
。「
親
俊
日

記
」
天
文
七
年
一
〇
月
一
九
日
条
・
一
一
月
三
日
条
・
一
〇
日
条
。

（
４２
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
七
年
一
〇
月
二
三
日
条
・
二
五
日
条
。

（
４３
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
四
月
二
九
日
条
。

（
４４
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
正
月
一
四
日
条
・
一
五
日
条
。
以
下
に
み
る
『
天
文

日
記
』
の
記
述
か
ら
、
こ
の
時
期
の
三
好
長
慶
は
摂
津
下
郡
を
居
所
と
し
て

い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
天
文
六
年
九
月
の
長
慶
は
、「
依（
細
川
晴
元
）

京
兆
へ
述
懐
、
堺
へ

退
、
可
渡
海
由
候
て
、
堺
ニ
し
の
ひ
て
候
由
候
」
と
い
う
状
態
に
あ
り
、
実

際
に
淡
路
へ
渡
海
し
て
い
る
（
天
文
六
年
九
月
一
五
日
条
・
一
八
日
条
）。
こ

の
よ
う
に
、
堺
は
忍
ぶ
場
な
の
で
普
段
の
居
所
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
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し
て
、
一
一
月
に
な
る
と
改
め
て
畿
内
に
出
陣
し
て
く
る
（
天
文
六
年
一
一

月
五
日
条
）。
こ
れ
以
降
、
天
文
八
年
八
月
に
越
水
城
へ
入
る
ま
で
の
長
慶
の

居
所
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
証
如
が
音
信
を
贈
る
と
二
、
三
日
の
う
ち
に

返
事
が
届
く
の
で
畿
内
に
い
る
の
は
間
違
い
な
い
（
天
文
七
年
三
月
三
日
条

・
六
日
条
・
六
月
一
四
日
条
・
一
六
日
条
・
一
〇
月
一
六
日
条
・
一
八
日

条
）。
長
慶
が
仏
事
の
た
め
に
摂
津
中
嶋
に
一
時
的
に
滞
在
し
て
い
る
と
き

は
、
証
如
の
使
者
が
す
ぐ
に
帰
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
（
天
文
八
年
六
月

二
三
日
条
）、
普
段
は
本
願
寺
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
京
都
へ
向
け
て
芥
川
山
城
に
出
陣
し
た
こ
と
が
「
至
摂
州
上
郡
出
陣

候
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
天
文
八
年
閏
六
月
一
六
日
条
）、
摂
津
下
郡
の
う

ち
四
国
と
も
連
絡
の
取
り
や
す
い
大
阪
湾
岸
を
居
所
に
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
４５
）
拙
稿
「
六
角
定
頼
の
対
京
都
外
交
と
そ
の
展
開
」（『
日
本
史
研
究
』
第
七
一

〇
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
４６
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
四
月
二
六
日
条
。
こ
の
時
期
の
赤
松
晴
政
の
動
向
に

つ
い
て
は
、
渡
邊
大
門
「
天
文
七
年
尼
子
氏
の
三
木
城
攻
略
の
史
料
に
つ
い

て
」（
同
『
中
世
後
期
の
赤
松
氏
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
、
初

出
一
九
九
七
年
）。

（
４７
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
二
月
二
三
日
条
・
二
四
日
条
。

（
４８
）
『
天
文
日
記
』
天
文
七
年
五
月
三
日
条
。

（
４９
）
前
掲
註
（
１０
）
天
野
著
書
お
よ
び
天
野
忠
幸
『
三
好
一
族
』（
中
央
公
論
新

社
、
二
〇
二
一
年
）
四
八
頁
〜
四
九
頁
。

（
５０
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
八
月
一
四
日
条
。

（
５１
）
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
一
一
河
野
右
衛
門
二
号
。

（
５２
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
七
月
二
二
日
条
・
二
三
日
条
。

（
５３
）
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
六
月
二
日
条
。

（
５４
）
前
掲
註
（
２３
）。『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
五
月
一
六
日
条
に
よ
る
と
、
四
月

末
に
蟄
居
先
に
贈
っ
た
音
信
の
返
事
が
、
こ
の
日
に
証
如
の
も
と
へ
届
い
て

い
る
。

（
５５
）
『
仁
和
寺
史
料
』
古
文
書
編
二
六
八
号
。

（
５６
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
六
月
八
日
条
。

（
５７
）
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
閏
六
月
一
日
条
。

（
５８
）
『
鹿
苑
日
録
』
天
文
八
年
閏
六
月
六
日
条
。

（
５９
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
七
月
二
七
日
条
。『
鹿
苑
日
録
』
天
文
八
年
七
月
二

五
日
条
。
定
員
が
五
名
と
な
っ
た
当
初
の
側
近
取
次
は
高
畠
長
直
・
古
津
元

幸
・
田
井
長
次
・
波
々
伯
部
元
継
・
湯
浅
国
氏
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
天
文

七
年
に
湯
浅
国
氏
が
没
す
る
と
垪
和
道
祐
が
参
入
す
る
。

（
６０
）
東
寺
百
合
文
書
わ
函
九
四
号
。

（
６１
）
成
就
院
文
書
（『
清
水
寺
史
』
第
三
巻
戦
国
時
代
三
九
号
・『
戦
三
』
一
二

〇
）。
疋
田
家
本
離
宮
八
幡
宮
文
書
三
九
号
（『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
・『
戦

三
』
一
二
一
）。『
大
徳
寺
文
書
』
二
五
四
号
（『
戦
三
』
一
二
二
）。
知
恩
寺

文
書
一
七
号
（『
京
都
浄
土
宗
寺
院
文
書
』・『
戦
三
』
一
二
三
）。

（
６２
）
竜
安
寺
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）。
離
宮
八
幡
宮
文
書
二
四
一

号
（『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
）。

（
６３
）
浄
福
寺
文
書
四
号
（『
京
都
浄
土
宗
寺
院
文
書
』・『
戦
三
』
一
一
六
）。

（
６４
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
閏
六
月
一
三
日
条
。

（
６５
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
閏
六
月
一
七
日
条
。

（
６６
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
七
月
一
四
日
条
。
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
写
真
版
を
用
い
て
訂
正
を
加
え
た
。
な
お
、
前
掲
註
（
３４
）
拙
稿
で

は
、
高
畠
長
信
は
三
好
政
長
方
と
し
て
参
戦
し
た
と
し
た
が
訂
正
す
る
。

（
６７
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
第
二
七
巻

京
都
市
の
地
名
（
平
凡
社
、
一
九
七
九

年
）「
岩
上
町
」
お
よ
び
「
中
山
神
社
」
の
項
に
よ
る
と
、
岩
上
神
社
は
か
つ

て
冷
泉
院
の
な
か
に
あ
り
、
二
条
城
の
造
築
に
あ
た
っ
て
現
在
の
京
都
市
中

京
区
岩
上
町
に
移
っ
て
き
た
と
い
う
。
平
安
宮
の
神
祇
官
と
冷
泉
院
は
い
ず

れ
も
現
在
の
竹
屋
町
通
に
南
接
し
て
お
り
、
大
宮
通
を
挟
ん
で
前
者
が
西
側
、

後
者
が
東
側
に
所
在
し
た
。
つ
ま
り
、
柳
本
元
俊
と
高
畠
長
信
が
陣
取
っ
た

場
所
は
、
現
在
の
二
条
城
北
辺
に
相
当
す
る
。

（
６８
）
『
鹿
苑
日
録
』
天
文
八
年
七
月
二
四
日
条
。「
長
享
年
後
畿
内
兵
乱
記
」
天
文

八
年
条
（『
続
群
書
類
従
』
第
二
〇
輯
上
）。

（
６９
）
泉
涌
寺
文
書
八
八
号
（『
泉
涌
寺
史
』
資
料
篇
）。
以
後
、
真
乗
院
文
書
（
東

２０



京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）
で
は
、
天
文
七
年
一
二
月
二
九
日
付
・
天
文

八
年
九
月
二
三
日
付
・
一
一
月
七
日
付
・
一
一
月
二
八
日
付
の
晴
元
奉
行
人

奉
書
で
元
俊
の
違
乱
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。

（
７０
）
前
掲
註
（
１
）
拙
稿
。
拙
稿
「
丹
波
山
国
荘
の
代
官
設
置
と
三
好
長
尚
」

（『
大
阪
大
谷
大
学
歴
史
文
化
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
二
二
年
掲
載
予
定
）。

（
７１
）
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
七
月
二
八
日
条
。「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
七

月
二
八
日
条
。『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
八
月
一
四
日
条
。

（
７２
）
「
長
享
年
後
畿
内
兵
乱
記
」
天
文
八
年
八
月
二
一
日
条
。

（
７３
）
『
鹿
苑
日
録
』
天
文
八
年
九
月
三
日
条
。

（
７４
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
九
月
二
六
日
条
。『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
一
〇
月

一
日
条
。

（
７５
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
一
〇
月
九
日
条
。

（
７６
）
『
天
文
日
記
』
天
文
九
年
五
月
一
四
日
条
。「
如
意
庵
（
寺
）
過
去
帳
」（『
文

化
財
資
料
目
録
』
第
二
集
、
西
宮
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
九
年
、
一
〇

頁
）。

（
７７
）
天
野
忠
幸
「
三
好
一
族
の
人
名
比
定
に
つ
い
て
」（
同
『
増
補
版

戦
国
期
三

好
政
権
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇
一
〇
年
）。

（
７８
）
『
天
文
日
記
』
天
文
七
年
三
月
三
日
条
・
天
文
八
年
一
〇
月
一
四
日
条
・
天
文

九
年
二
月
一
八
日
条
。

（
７９
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
一
〇
月
一
三
日
条
・
一
九
日
条
。

（
８０
）
『
天
文
日
記
』
天
文
八
年
一
一
月
二
九
日
条
。

（
８１
）
「
証
如
書
札
案
」
天
文
八
年
九
三
号
（『
戦
三
』
一
二
八
）。

（
８２
）
『
教
王
護
国
寺
文
書
』
二
五
四
六
号
。

（
８３
）
拙
稿
「
天
文
十
七
年
の
細
川
邸
御
成
と
江
口
合
戦
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』

第
四
六
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
８４
）
『
鹿
苑
日
録
』
天
文
八
年
一
二
月
三
〇
日
条
。

（
８５
）
『
大
徳
寺
文
書
』
一
一
五
八
号
〜
一
一
八
四
号
。

（
８６
）
前
掲
註
（
５
）
拙
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
高
畠
長
信
と
立
場
の
近
い
木
沢

長
政
も
、
動
員
に
応
じ
る
の
と
引
き
替
え
に
法
華
一
揆
か
ら
山
科
七
郷
な
ど

の
代
官
請
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。

（
８７
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
一
〇
月
二
八
日
条
。「
厳
助
往
年
記
」
天
文
八
年
一

一
月
条
。

（
８８
）
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
二
八
〇
号
（『
戦
三
』
一
三
七
）。

（
８９
）
前
掲
註
（
５
）
拙
稿
。
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